
図 1 対象橋梁外観 

図 2 調査履歴 
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鋼製梁門型橋脚を有する鋼 2 径間連続 I 桁橋を対象とした 

樹脂注入補修 2 年後における橋梁床版の振動モード形状調査 
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1. はじめに 
 著者らは,振動モードに着目した橋梁床版の健全性評価技術の開発に取り組んでいる.これまでに鋼製梁門型橋脚を有

する鋼 2 径間連続 I 桁橋を対象に,樹脂注入による補修直後や補修 1 年後では車両進入側径間に 3 次モードかつ車両退出

側径間に 2 次モードが出現することを確認している 1) .今回継続評価の一環として,補修 2 年後における振動モードを調査

した.調査の結果,補修 2 年後における振動モードは,補修 1 年後と比較して,車両退出側径間における 2 次モードの形状に

変化があったものの,車両進入側径間では補修 1 年後と同様の 3 次モードが観測された.以下に詳細を述べる. 

 

2. 対象橋梁 

図 1 に対象橋梁の外観を示す.対象は磐越自動車道 

観音寺川橋下り線である.橋梁形式は鋼製梁門型橋脚を

有する鋼 2 径間連続 I 桁橋である.これまでの調査履歴

を図 2 に示す.補修前,樹脂注入による補修直後,補修 1

年後および 2 年後にそれぞれ振動モードを調査してい

る. 

 

3.計測および分析方法 

 加速度センサの設置位置を図 3 に示す.図中〇番号は

センサ CH 番号である.センサは走行車線部分の床版底

面へ橋軸方向に 14 個設置した.振動モードの抽出フロー

は既報の通りである 2).大型車 1 台が走行した応答を 1

イベントと定義し 40 程度のイベントを解析した.ここで

イベント間の振動モード形状を比較できるよう振動モー

ドの加速度振幅を式(1)と(2)に基づき規格化した.  𝑎ᇱ௜ = ௔೔௓   ---(1),  𝑍 = ඥ∑ |𝑎௜|ଶ௡ଵ  ---(2) 

ここで ai は規格化前のセンサ位置 i における振動モー

ド振幅,n は全センサ数,a’i は規格化後のセンサ位置 i に

おける振動モード振幅,Zは規格化パラメータを示す. 
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図 3 加速度センサ設置位置 
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図 4 補修後の 23Hz における規格化モード振幅 

(a) 補修直後       (b) 補修 1 年後      (c) 補修 2 年後 

（補修後に発現） 

 

周波数 前回(補修直後) 補修 1 年後 補修 2 年後 
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4. 結果 
表 1 に補修後における振動モードを,図 4 に補修後の 23Hz における規格化モード振幅を示す.この 23Hz に振動モードは

補修前には観察されず,補修後に発現している.表 1 から補修 2 年後の 2.5Hz,3.8Hz,13Hz,17Hz 付近の振動モードの形状に

差異は見られなかった.一方,補修 2 年後の 23H におけるモード形状は,補修 1 年後と比較して,P1-P2 径間のたわみ 2 次形

状が変化していたものの,AI-P1 径間の 3 次モードの形状に変化はなかった.また図 4 から,補修 1 年後は規格化モー

ド振幅のばらつきが大きくなっていた. 

5. まとめ 
 鋼製梁門型橋脚を有する鋼 2 径間連続 I 桁橋について,樹脂注入による補修 2 年後の振動モードを調査したところ, 

P1-P2 径間のたわみ 2 次形状が変化していたものの,AI-P1 径間の 3 次モードの形状に変化はなかった.高次モードの

発現および振幅ばらつきが,橋梁の構造特性と紐づくならば,補修2年後の状態は,補修1年後より劣るものの補修前より

は良好であり,補修効果は継続していると考えられる. 
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表 1 補修後における振動モード 
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